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消防総務課、情報指令課 

  

 

富士市・富士宮市消防指令センターの運用開始について 
 

 

１ 消防指令センター共同整備・共同運用の経緯  

  消防指令業務は、消防活動の最前線として、災害通報の受信、出動指令、通信統制、情報伝達

など、迅速かつ的確な対応が求められる業務です。 

  従来、この消防指令業務について消防本部ごとに消防通信指令施設を整備し、運用することが

基本とされてきました。しかしながら、近年災害が複雑、多様化する中で、高度でかつ迅速な災

害対応が求められているとともに、大規模災害時には近隣市町村と連携し、広域的な災害対応が

求められるなど、これまでの消防本部の枠を越えた対応が要求されるようになってきました。  

このようなことから富士市では、平成１３年に導入した現指令システムの更新にあたり、総務

省消防庁から、「消防救急無線の広域化・共同化及び消防指令業務の共同運用の推進について」 

（平成１７年７月１５日付け 消防消第１４１号 消防庁次長通知）が発出されており、共同運

用に対する住民サービスの向上や行政上の効果について多くの有効性が認められることから、富

士山の麓、岳南地区として生活圏、経済圏において深い関係にある富士宮市と共同整備を実施し、

共同での運用を開始することになりました。 

  また、電波法の改正により、平成２８年５月までに消防救急無線は全国的にアナログ方式から

デジタル方式に移行しなければならないため、併せて消防救急デジタル無線も共同で整備し運用

します。 

 

 

２ 運用開始までの経緯 

 ⑴ 平成２３年度 

  消防救急デジタル無線基本設計業務委託 

⑵ 平成２４年度 

消防救急デジタル無線実施設計業務委託 

平成２４年７月１３日 富士市及び富士宮市消防救急広域化協議会設置 

   消防救急デジタル無線及び消防指令センターの整備及びその運用に関することを協議 

 ⑶ 平成２５年度 

高機能消防指令センター実施設計業務委託 

  富士市消防防災庁舎改修工事実施設計業務委託 

 ⑷ 平成２６年度（～平成２７年度） 

  平成２６年４月１日 富士市・富士宮市消防通信指令事務協議会設置 

  高機能消防指令センター及び消防救急デジタル無線整備工事  

  消防救急デジタル無線機購入 

  富士市消防防災庁舎改修工事 



 
 
３ 組 織 

 ⑴ 運用組織 

   地方自治法第２５２条の２の２第１項の規定に基づき、消防通信指令施設において行う消防

通信指令に関する事務を共同して管理し、及び執行するための組織を設置した。 

  ア 名 称  

富士市・富士宮市消防通信指令事務協議会 

  イ 設置日  

平成２６年４月１日 

 ⑵ 協議会会長及び委員（平成２６年設置当初） 

  会 長 富士市消防長 

副会長 富士宮市消防長 

委 員 富 士 市：消防次長、消防総務課長、警防課長、情報指令課長 

富士宮市：消防長、消防次長、消防総務課長、警防課長、警防課情報指令室長 

⑶ 消防指令センター職員 

   両市が選任する職員は、消防通信指令業務に係る知識、技術及び判断力を有する者とし、職

員の身分は、協議会職員と派遣を実施した市の職員を兼ねるものとする。 

   定数 ２３人 

   富士市消防本部   情報指令課    １５人 

   富士宮市消防本部 警防課情報指令室   ８人 

⑷ 消防通信指令施設の名称及び位置 

ア 富士市・富士宮市消防指令センター 

富士市永田町１丁目１００番地 富士市消防防災庁舎５階 

イ 富士市・富士宮市消防指令センターサポート室 

     富士宮市弓沢町１５０番地 富士宮市庁舎地階 

 

 

４ 総事業費 

 ⑴ 高機能消防指令センター、消防救急デジタル無線整備工事（基地局） 

  ア 工事概要 

高機能消防指令センター整備 一式 

   消防救急デジタル無線整備（基地局） 一式 

  イ 工事場所 

富 士 市：富士市消防防災庁舎、中央消防署、西消防署、他７分署 

   富士宮市：富士宮市庁舎、中央消防署、西消防署、他４分署 

   基 地 局：金丸山基地局、大晦日基地局 

  ウ 事業費 

   １，３１４，３６０，０００円 

  

 

 



 
 

⑵ 消防救急デジタル無線機購入（移動局） 

  ア 概 要 

   車載型無線機 ７０台（消防指令センター２台、富士市４１台、富士宮市２７台） 

   携帯型無線機 ９４台（富士市５６台、富士宮市３８台） 

   車載型受令機 ７６台（富士市３４台、富士宮市４２台） 

  イ 事業費 

   １４６，６３４，８９４円  

 

 

５ 共同運用する消防指令システムの特徴 

共同運用する消防指令システムには、固定電話やＩＰ電話から１１９番通報があった場合、受

信と同時に通報地点を特定できる機能があります。 

また、出動車両の動態を一元管理する機能と併せ、災害発生地点から直近の消防車等を自動選

別できるため、現場到着時間の短縮が見込まれます。 

消防指令センター運用開始に伴い、両市で災害に対する情報共有が可能となる他、消防署所か

ら３ｋｍ圏内の他市域への即時応援体制が確立され、市境付近で発生した災害に対しての消防体

制が強化されます。 

 

 ⑴ 指令台  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 大型液晶表示盤 

      

  

 

 

 

 

 

 

⑶ 統合型位置情報システム 

   固定、ＩＰ、携帯電話からの１１９番通報者の発信地位置情報を通信事業者網より受信し、

指令システムと連携して迅速な災害地点決定を行う。このシステムにより迅速な災害地の特定

及び出動指令が可能となり、現場到着時間の短縮が図られる。 

消防指令センター前面に４６インチ大

型ディスプレイを１２面（縦２面×横２面

×３式）設置し、車両の動態管理や気象情

報、災害情報等を収集し、迅速かつ的確な

指令と情報伝達を行う。 

通常時、５台の指令台で同時に５件の 

１１９番通報の受信及び出動指令が可

能。大規模災害時には１台の指令台を３

分割して最大１５台での運用が可能とな

る。 



 
 
 ⑷ 車両動態管理システム 

   ＧＰＳ機能を利用して出動中、出向中の車両位置を自動的に検出し、動態情報と共に消防指

令センターへ伝送することにより消防指令センターで車両位置動態情報をリアルタイムで把

握する。消防指令センターでは災害発生時に常に最も近い車両を出動させることが可能となる。 

  

⑸ ＮＥＴ１１９システム 

   聴覚等の障害がある方が携帯電話やスマートフォンのウェブ機能を通して、簡単な画面操作

で１１９番通報を行うことが可能。このシステムの利用希望者は事前に申請、登録が必要とな

る。 

 

 ⑹ 現場映像伝送装置 

   災害現場の映像や音声を携帯電話回線を使用し、デジタルビデオカメラで撮影した動画を消

防指令センター等に送信して表示盤に映し出すことにより、現場の状況や災害情報を共有でき、

適切な判断と的確な指揮命令が可能となる。 

 

 ⑺ Ｅメール指令送信装置 

   指令システムの災害情報と連動してＥメールを使用し、消防団員等に対して個別に出場指令

を行うことにより速やかな出動と災害内容の伝達が可能となる。 

 

 ⑻ 富士市・富士宮市消防指令センターサポート室（富士宮市庁舎地階） 

想定を超えた規模の地震や津波の発生、あるいは指令装置の重大障害等により消防指令セン

ターの機能が失われた場合には、両市の全ての１１９番通報を本施設に迂回させ、１１９番通

報の受信から消防隊の出動指令までを富士宮市で継続することが可能。 

また、通常時は消防指令センターから送られた富士宮市内の災害情報を受信し、消防指令セ

ンターと一体となった災害対応を行う。 

 

 ⑼ 消防救急デジタル無線 

   電波法の改正により、アナログ方式の消防救急無線がデジタル方式に変更となる。デジタル

方式の消防救急無線通信は暗号化されるので秘匿性が向上し、個人情報の保護がさらに強化さ

れる。 

 

 

６ 消防指令センター運用開始  

⑴ 運用開始日  

平成２７年９月１０日（木）（消防指令センターサポート室は平成２７年１２月運用開始予定） 

  平成２７年９月８日に電話回線の切り替えを実施（９月１０日までを試験運用とする。） 

⑵ 消防指令センター開所式 

ア 日 時  

平成２７年９月１０日（木）午前１０時３０分～ 

 



 
 

イ 場 所  

  【第１部】 富士市消防防災庁舎３階 作戦指令室兼研修室 

  【第２部】 富士市消防防災庁舎５階 富士市・富士宮市消防指令センター 

ウ 内 容  

【第１部】 開  式   

式  辞  富士市長及び富士宮市長 

      経過報告  富士市・富士宮市消防指令センター長 

         祝  辞  富士市議会議長及び富士宮市議会議長 

         謝辞及び   

         訓  示   

         閉  会   

 

【第２部】 テープカット 

消防指令センター概要説明  副センター長 

      デモンストレーション    消防指令センター及び両市消防本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士市・富士宮市消防通信指令事務協議会会長 


